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昨年の JR山陽新幹線トンネル内コンクリート

はく離事故を踏まえ，コールドジョイントに着目

した点検を昨年実施し，補修等を実施してきたと

ころであるが，今後とも道路トンネルを効果的・

効率的に維持管理をしていくための点検・維持・

補修を進めていく必要があることから道路トンネ

ルの維持管理に配慮した点検方法等に反映させる

ため，昨年１０月に今田徹東京都立大学工学部教授

を委員長とした学識経験者，道路管理者等で構成

する委員会を設置し，本年９月に委員会の報告が

とりまとめられたものである。

検討内容の概要

社会生活の基盤となる道路は，戦後の国土復興

とその後の高度経済成長とともに飛躍的に整備が

行われてきた。その道路ストックは，今や膨大な

量となってきており２１世紀初頭には老朽化の時代

を迎える。この国民全体の貴重な財産である道路

施設の点検・診断・調査を行い，計画的に効率的

・効果的な維持補修を行って，安全で円滑かつ快

適な道路交通を確保することが，従来にもまして

重要となってきている。

わが国の道路トンネルは，道路整備の進展と道

路トンネル建設技術の進歩とともに，そのストッ

クの増加には著しいものがあり，「道路統計年報

１９９９」によると１９９７年度現在で７，７０６カ所，延長

にして２，５４３kmの道路トンネルが供用されてい

る。このうち供用後２５年以上経過したトンネル数

が６０％を占めており，老朽化とともに補修・補強

対策を必要とする道路トンネルが今後さらに増加

することが予想される。

また，最近ではトンネル本体の安全性には影響

しないものの第三者被害につながる可能性のある

覆工コンクリートの変状が報告される等，道路ト

ンネルへの信頼性の確保に対する社会的な要求が

高まってきている。

道路トンネルの安全性・耐久性に影響する劣化

や変状は経年による影響が大きく，また，時間を

かけて進行するため，第三者被害防止を含めた点

検システムを構築して点検を行い，効果的な補修

・補強を実施することによって道路トンネルの安

全性・耐久性が確保される。このことから，本委

員会では道路トンネル点検の現状と課題について

検討を行い，第三者被害の防止を含めて道路トン

ネル維持管理便覧の点検にかかる部分を強化した

道路トンネル定期点検要領（案）を提案し，今後
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取り組むべき道路トンネルの維持管理技術者の養

成や点検に関する技術開発課題について提言を行

うこととした。

道路トンネル定期点検要領（案）で強化した主

な内容は以下のとおりである。また，初回定期点

検のフローを示す。

� 初回点検は，トンネル全体にわたり近接目視

を行い，変状箇所は打音検査を実施。
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� 第三者被害を未然に防止するために，点検時

に発見された覆工コンクリートのうき・はく離

等は応急措置として点検時に撤去。

� 定期点検の実施頻度は，定期点検結果および

道路の重要性を考慮して設定。

� 点検員はトンネルに関する専門的知識を有す

るものとする。

� トンネルの変状写真例を示し，変状の種類を

視覚により判断しやすくする。

道路トンネル点検に対する提言

建設省が平成１１年度に実施した道路トンネル緊

急点検では打音検査によって覆工コンクリートの

うき・はく離箇所が，７４トンネルで１４５カ所確認

されている。このことから従前より実施してきた

目視点検のみで，これらの変状を把握するには限

界があることがわかった。

道路トンネルの第三者被害を未然に防止して，

安全で円滑かつ快適な道路交通を確保していくた

めには，道路トンネルの安全性・耐久性に影響す

る覆工コンクリートの劣化や変状について，従前

から実施してきた道路トンネル維持管理便覧の点

検内容を見直し，以下に示す方針に基づき道路ト

ンネル定期点検要領（案）を作成する。

� 道路トンネルの第三者被害防止を含めた点

検方法

� 道路トンネルの安全性・耐久性に影響する覆

工コンクリート等の劣化や変状は，経年による

影響が大きく，長い年月を要して進行するた

め，従前から定期点検を実施して，道路トンネ

ルの維持管理を行っている。

第三者被害を未然に防止するためには，定期

的・継続的に点検を実施していく必要があるこ

とから，第三者被害の防止の点検は従来の定期

点検に位置づけて行うこととする。

� 道路トンネル維持管理便覧の定期点検は徒歩

による遠望目視点検が基本となっている。この

方法では第三者被害の可能性のある覆工コンク

リートのうき・はく離などの変状を的確に抽出

し，把握するには限界がある。

このため覆工コンクリート表面に近接して変

状を把握する近接目視点検を行うとともに，変

状箇所に対してはハンマーによる打音検査を行

って，うき・はく離部を確実に抽出することと

する。

� 打音検査で抽出された第三者被害の可能性の

ある覆工コンクリート等のうき・はく離箇所

は，点検時にハンマー等を用いてできる限り撤

去し（応急措置），必要に応じて応急対策を実

施して安全な交通を確保する。

� 初回の定期点検方法は，トンネルの全延長に

わたって覆工コンクリート等の近接目視点検を

行い，覆工コンクリートのひび割れ，はく離等

の変状箇所について打音検査を行うこととす

る。

� ２回目以降の定期点検方法は，前回の定期点

検結果と対比して，トンネルの全延長にわたっ

て徒歩による遠望目視点検を行い，前回の定期

点検から変状が進行したり，変状が新たに発生

した箇所や，前回の定期点検の結果，補修・補

強対策を実施された箇所に対して近接目視点検

と打音検査を行うこととする。

� 定期点検の精度向上，点検結果の均質化を図

るため，図表や写真を用いた具体的内容とする

定期点検要領を作成する。

� 道路トンネルの点検精度の向上を図るため

の点検員資格の規定

道路トンネル維持管理便覧では，定期点検の点

検員の技術資格は規定していない。定期点検の点

検員にはトンネルの変状状況を的確に把握して，

変状原因を推定し点検結果をとりまとめ，その結

果を適切に判定するなどトンネルに関する専門的

知識が必要であるため，トンネルに関する専門的

知識を有する技術者が行うことを規定する。
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� 道路トンネルの点検作業の効率化と変状記

録・精度の向上

� 現在一般的に行われている，スケッチにより

変状状況を記録する方法は，点検記録に個人差

が生じやすく精度が悪いこと，作業環境（暗い

・排気ガス等）が悪く，労力と時間を要し非効

率的であること等の課題が多い。

このため現在開発されているCCDカメラや

赤外線カメラ・レーザー等の光学技術を用いて

覆工表面を高精度に連続撮影したり，この結果

を画像処理して変状展開図を作成する技術の活

用を検討する。

� ハンマーによる打音検査は，第三者被害の可

能性のある覆工コンクリートのうき・はく離箇

所を抽出し把握するのに有効な方法であるが，

覆工内部の詳細な変状を把握することが難しい

こと，点検結果に個人差が生じやすいこと，作

業環境が悪く，労力と時間を要し非効率である

こと等の課題が多い。

このため覆工コンクリートのうき・はく離等

の変状を効率的に検出できる非破壊検査等の技

術の活用を検討する。

	 道路トンネルの点検記録の様式の標準化と

電子データ化

定期点検結果は，道路トンネルの次回定期点

検，臨時点検，異常時点検およびトンネルの維持

管理に活用される。点検結果を記録する点検表に

ついての点検結果の均質化，点検結果の継続的活

用を図るため，標準様式を定めることとする。ま

た，標準様式を電子化して，管理者間におけるデ

ータの共有化，検索性の向上，データ保管状況の

改善を図れるようにする。


 道路トンネルの効率的・効果的な点検頻度

等の設定

� 定期点検の実施頻度は，道路トンネル維持管

理便覧では５年に１回程度を標準としている。

道路トンネルの定期点検を効率的・効果的に実

施するためにはおのおのの道路トンネルの定期

点検結果に基づき，点検を適切な時期に行うこ

とが重要である。

このため定期点検の実施頻度はおのおののト

ンネルの定期点検結果に基づき覆工コンクリー

ト等の変状状況および道路の重要性を考慮して

定めることとする。

このようなことから設定した定期点検の頻度

の例を表―１に示す。

表―１に示す，定期点検結果の判定区分は表

―２に示すとおりである。

� 新設トンネルの初回の定期点検は，初期の段

階で発生した覆工コンクリートのひび割れ等の

変状を正確に把握しておくことによって，以後

表―２ 定期点検結果の判定区分

判 定 区 分 判 定 の 内 容

A
変状が著しく通行車両の安全を確保できないと判断され，応急対策を実施した上で補

修・補強対策の要否を検討する標準調査が必要な場合

B
変状があり，応急対策は必要としないが補修・補強対策の要否を検討する標準調査が

必要な場合

S 変状がないか，あっても軽微で応急対策や標準調査が必要ない場合

表―１ 定期点検の実施頻度の設定例

定期点検の判定結果 点 検 頻 度

A判定の場合 １回程度／２年

B判定の場合
１回程度／２年を原則，標準調査
の結果の判断で５年に

S判定の場合 １回程度／５年
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の定期点検結果の判定等に有効な資料となる。

このため建設後１～２年以内（供用開始前）

に実施することとする。

� 新たに発生した変状を見落とすことがないよ

うに，道路トンネルの重要度に応じて，１０～２０

年の間隔で，トンネルの全延長にわたって近接

目視点検を行い，覆工コンクリートのひび割

れ，はく離等の変状箇所について打音検査を行

う。

道路トンネル点検等に関する
今後取り組むべき課題

道路トンネルを効率的・効果的に維持管理する

とともに，第三者被害を未然に防止し，安全で円

滑かつ快適な道路交通を確保するため，道路トン

ネル維持管理便覧に示されている定期点検の内容

を補足した道路トンネル定期点検要領（案）を作

成した。さらに，道路トンネルの安全で快適な交

通施設としての機能を効率的・効果的に維持管理

するため，道路トンネルの点検等に関して今後取

り組むべき課題を以下に示す。

� 道路トンネル点検技術者の育成

定期的・継続的に道路トンネルを点検すること

によって変状を把握し適切な時期に効果的な対策

を行うためには，トンネルの維持管理に携わる技

術者がトンネルに関する十分な知識を有すること

が必要である。そのためトンネル点検に関する技

術講習会等を開催し，トンネル点検技術者の育成

と技術力の向上を図る必要がある。さらに，道路

トンネル点検に関する技術者の資格制度を検討す

る必要がある。

� 点検の精度向上と効率化のための技術開発

現在，道路トンネルの点検で広く行われている

近接目視点検や打音検査は，覆工コンクリート表

面に近接して変状箇所を抽出できる確実な方法と

いえるが，点検結果に個人差が生じやすいこと，

作業環境が悪く労力と時間を要し非効率的である

ことなどの課題が多い。

これらの課題を解決していくためには，覆工コ

ンクリート表面の変状等を撮影・記録する技術や

覆工コンクリート内部および背面空洞等を検査す

る非破壊検査技術を積極的に開発して導入を進め

ることが必要である。

� 補修・補強対策工法の検討

道路トンネルの補修・補強対策には変状原因に

応じて多様な材料や工法が使用されている。最近

では，新しい繊維材料や高分子材料を用いた工法

等が数多く開発・実用化されている。このため，

変状原因に応じた補修・補強対策工法の選定を適

切に行うためには，これらの補修・補強効果，施

工性，耐久性，経済性などの適用性の評価につい

て今後検討していく必要がある。

さらに，各工法の選定方法を体系化して道路ト

ンネルの補修・補強対策工法の設計方法を検討す

る必要がある。

おわりに

今後，直轄国道では，この定期点検要領（案）

に基づき，初回定期点検を平成１２年度から進める

にあたり点検者の講習を行い，点検精度の向上を

図ることとしている。

最後に，この委員会に精力的かつご指導，ご審

議いただいた今田徹委員長をはじめとした委員の

方々並びに関係各位に深く感謝の意を表するもの

である。
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